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105 Saccharomyce＄　eer ε　visiae の 変異処理 によるポ リガ P クチ 議 鐸 ナ
ーゼ

遺伝子の 発現　　　 （販府穴 ・農 ・応生化 、

de
近畿大 ・農 ・食栄）

　　　　　 ○広瀬　直人 、 岸囲　正夫 、 川騎　東彦 、 坂井　蕷夫
「k

ζ鬨鰯 　　従来 、 S．　 cere 　visiae はペ クチ ナーゼ を生産 しない と考えられて 鏖たが 、

最近 、 ペ クチ ナーゼを盗産する蘊株が見い 出されて いる 。 演髷 らは　Saccharomycεs

属と近縁 とされ てい る Kguyyeromyces属 にペ クチナ
ーゼを生産 する鬮縁が多く存在

するこ とか ら、 S．　 cere 》vj＄iae はべ クチナーゼ遺伝子 を持 っ て い るが 、 通常サイ レ ン

トな状態に あるので はな：い かと考え、爽然変異処 理 による ペ クチ ナーゼ遘伝子の 発現

を試みた。

【方法及 び縮剰 　　ペ クチ ナーゼ非生産性の DKD −SD −H 株 を EMS で 処理する こ と

に よ っ て 、 ポ リガラクチ ュ 隣 ナ
〜ゼ（PGase）生産能 を持 つ 変異株 SS納52 を衛た 。 こ

の生産するPGaseは K．　rηarxianus や κ fragilisの 生廱する PGase と免疫学的に類
似 して いた 。 また 、 こ の PGase の 生崖性は培地 に 100mM の CaCl2を添澱すると飛

躍的 に増大 した 。
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106　　　　硝化細菌における RubisCO遺伝子 の 構造 と比較

　　　　　　 （日大 ・生 資科 ・農化〉　 ○長 岡　里香 、 中島 寛 明 、 中野 　政之 、

　　　　　　　 高橋　令二 、徳山　龍明

【目的】演者 ら は、独 立栄 養性 硝化 細 菌で あ る 、亜 梢 酸 酸化菌Nitrobacter　agilis

ATCC14123 株の 炭酸固定反応 の 鍵酵素で あるRubisCO を精製 し、酵素化学的諸性質

につ い て 明 らか に した
’）

。 今 pmN．　agilis を は じめ 他の 硝化細菌 の 本酵素遺伝子 を

PCR に よ りク ロ ーニ ン グと塩基配列 解析を行 い、硝化細菌間の RubiscO遺伝子構 造

の 比較検討を試み た 。

【方法及 び結果 〕瓦 曜 傭 の RubisCO よ り決定 したL
，
Sサ ブユ ニ ッ トの N 末端 ア ミノ

酸配列
1）
、お よび既知の cbb 　L 上 流 、

　cbb 　S 下流の 塩基配列 か ら数種のオ リゴヌ クレ

オチ ドプライ マ ー を合成 し、N ．agilisの 染 色体 DNA を鋳型 として PCR を行な い塩基

配列 を決定 した 。 そ の 結果ebb 　L は473ア ミ ノ酸 をコ ー ドし、74bの 遺伝子問領域 を

介 しcbb 　S は 108ア ミノ酸をコ ー ドして い る こ とが明 らか に なっ た 。
　 N ．agitis の chb 　L

は化学合成細菌の cbb 　L に対 し比較的高い 柏 同性を示 した 。現在 、他の 硝化細菌由

来の cbb 　L 、　 cbb ・S につ い て も 構造解析及び 本菌株 との 比較検 討 を進 めて お り、そ

の 結果 につ い て も言及する 。
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